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結 果 の 概 要

１．人 口 総 数

奈良県の人口は１４３万人

平成１６年１０月１日の本県の人口は１，４２９，９６９人で全国総人口の約１．１％を占めている。

大正９年の第一回国勢調査の人口は５６４，６０７人であり、約８０年間で約２．５倍となった。

（統計表第１表参照）

図１　毎年１０月１日の人口及び人口増加率の推移

90

100

110

120

130

140

150

160

S58 59 60 61 62 63 Ｈ１ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

注）昭和60年、平成2年、7年及び12年は国勢調査人口。

（万人）

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

(年)

対

前
年

人
口
増
加

率

（％）



- -2

市部人口は全体の７２．５％を占める

人口の分布状況を市部・郡部別（※）に見ると、市部が１，０３６，６０３人、郡部が３９３，３６６人

で、市部が全体の７２．５％を占めている。

市町村別人口規模が大きいのは、奈良市、橿原市、生駒市の順となり、逆に小さいのは、野迫

川村、大塔村、上北山村の順となっている。 （統計表第１表参照）

（※）葛城市は新庄町・當麻町として郡部に計上している。

葛城市として市部に計上すると、市部が１，０７１，８１３人（７５．０％）、郡部が３５８，１５６人（２

５．０％）となる。（統計表特掲第１１表参照）

表１．人口規模の市町村順位

大きい市町村 小さい市町村

順位 市 町 村 名 人口（人） 構成比％ 市 町 村 名 人口（人） 構成比％

１ 奈 良 市 ３６３，２２０ ２５．４０ 野 迫 川 村 ７４１ ０．０５

２ 橿 原 市 １２５，６１８ ８．７８ 大 塔 村 ７４７ ０．０５

３ 生 駒 市 １１３，０１８ ７．９０ 上 北 山 村 ８４８ ０．０６

４ 大和郡山市 ９３，０２３ ６．５１ 黒 滝 村 １，０７９ ０．０８

５ 天 理 市 ７１，８６１ ５．０３ 下 北 山 村 １，２１５ ０．０８

２．人 口 動 態

１年間の人口増加数は、△４，６０７人、増加率は△０．３２％

平成１５年１０月１日からの１年間の人口動態を見ると、４，６０７人の減少、増加率は△０．３２％

と、前年の△０．２１％に比べ更に減少した。

なお、自然増加率は前年を０．０２ポイント下回る０．０７％に、社会増加率は前年を０．１１ポイン

ト下回る△０．４０％となった。また、外国人増加数は前年の△７５人から１３１人となった。

人口動態を月別に見ると、自然増加は平成１６年６月の２００人が最高であり、社会増加は人口

移動時期である平成１６年４月以外はすべて減少となっている。
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増加数 △４，６０７人

自然増加 ９６０人

出生 １１，８６６人

死亡 １０，９０６人

社会増加 △５，６９８人

転入 ３１，２９４人

転出 ３６，９９２人

外国人増加 １３１人

表２．人口動態 （単位：人）

外国人

率％ 率％ 率％ 増加

昭和60年 1,304,866 15,788 1.22 6,755 0.52 7,579 0.59 148

昭和61年 1,319,760 14,894 1.14 6,006 0.46 8,875 0.68 13

昭和62年 1,336,256 16,496 1.25 5,749 0.44 10,603 0.80 144

昭和63年 1,353,193 16,937 1.27 5,496 0.41 11,093 0.83 348

平成元年 1,370,135 16,942 1.25 4,946 0.37 11,997 0.89 △ 1

平成２年 1,375,481 5,346 0.39 4,271 0.31 9,295 0.68 427

平成３年 1,387,442 11,961 0.87 4,192 0.30 7,067 0.51 702

平成４年 1,399,276 11,834 0.85 3,956 0.29 7,296 0.53 582

平成５年 1,411,258 11,982 0.86 3,721 0.27 7,994 0.57 267

平成６年 1,420,196 8,938 0.63 3,833 0.27 5,030 0.36 75

平成７年 1,430,862 10,666 0.75 3,561 0.25 7,546 0.53 219

平成８年 1,439,252 8,390 0.59 3,742 0.26 4,480 0.31 168

平成９年 1,444,340 5,088 0.35 3,432 0.24 1,547 0.11 109

平成10年 1,447,134 2,794 0.19 3,501 0.24 △ 876 △ 0.06 169

平成11年 1,449,138 2,004 0.14 2,725 0.19 △ 630 △ 0.04 △ 91

平成12年 1,442,795 475 0.03 2,852 0.20 △ 2,337 △ 0.16 △ 40

平成13年 1,440,920 △ 1,875 △ 0.13 2,590 0.18 △ 4,969 △ 0.34 504

平成14年 1,437,611 △ 3,309 △ 0.23 2,149 0.15 △ 5,380 △ 0.37 △ 78

平成15年 1,434,576 △ 3,035 △ 0.21 1,251 0.09 △ 4,212 △ 0.29 △ 75

平成16年 1,429,969 △ 4,607 △ 0.32 960 0.07 △ 5,698 △ 0.40 131

平成１２年の人口は平成１２年国勢調査確定値であり、増加数と増加率とは関係しない。

社会増加
年　　次 人口

対前年増加数 自然増加
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表３．　　月別人口動態

外国人

出生 死亡 自然増加 転入 転出 社会増加  増加

平成１５年

１０月 △ 291 1,068 900 168 2,264 2,683 △ 419 △ 40

１１月 △ 177 916 805 111 1,937 2,226 △ 289 1

１２月 △ 58 966 822 144 2,234 2,418 △ 184 △ 18

平成１６年

１月 △ 670 1,069 1,169 △ 100 1,842 2,397 △ 555 △ 15

２月 △ 878 967 999 △ 32 1,849 2,732 △ 883 37

３月 △ 2,257 1,040 1,011 29 5,663 8,005 △ 2,342 56

４月 1,113 968 940 28 5,376 4,509 867 218

５月 △ 141 940 884 56 2,145 2,407 △ 262 65

６月 △ 18 980 780 200 1,772 2,079 △ 307 89

７月 △ 307 962 845 117 2,022 2,443 △ 421 △ 3

８月 △ 299 981 882 99 2,353 2,498 △ 145 △ 253

９月 △ 624 1,009 869 140 1,837 2,595 △ 758 △ 6

計 △ 4,607 11,866 10,906 960 31,294 36,992 △ 5,698 131

年    月 増加総数
自然動態 社会動態
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図２．月別自然動態
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図３．月別社会動態
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人口増加数は香芝市が最多で１，３７７人

この１年間で人口が増加したのは３市４町、減少したのは７市１６町１７村であった。

１年間の人口減少数４，６０７人のうち、市郡部別に見ると、市部が２，４９２人の減少、郡部２，１

１５人の減少となった。

また、市町村別にみると、増加数の多いのは香芝市、広陵町、當麻町、減少数の多いのは奈

良市、大和高田市、御所市の順になっている。（統計表第１表参照）

表４．人口増加数の市町村順位

多い市町村 少ない市町村

順位 市 町 村 名 増加数（人） 市 町 村 名 増加数（人）

１ 香 芝 市 １，３７７ 奈 良 市 △１，８５５

２ 広 陵 町 ５３１ 大和高田市 △６２２

３ 當 麻 町 １４２ 御 所 市 △４３６

４ 生 駒 市 １２９ 五 條 市 △３４７

５ 上 牧 町 ５０ 桜 井 市 △３１０

人口増加率は香芝市が最高で２．０１％

市町村別の人口増加率は香芝市が最も高く、２．０１％であった。

次いで広陵町１．６６％、當麻町０．９１％となった。

逆に、増加率が最も低いのが大塔村△４．３５％で、次いで曽爾村・野迫川村△３．７７％の順

になっている。 （統計表第１表参照）

表５．人口増加率の市町村順位

高い市町村 低い市町村

順位 市 町 村 名 増加率（％） 市 町 村 名 増加率（％）

１ 香 芝 市 ２．０１ 大 塔 村 △４．３５

２ 広 陵 町 １．６６ 曽爾村・野迫川村 △３．７７

３ 當 麻 町 ０．９１

４ 上 牧 町 ０．２０ 川 上 村 △３．５９

５ 生 駒 市 ０．１１ 黒 滝 村 △３．１４



- -7

図４．市町村別人口増加率
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３．人 口 密 度

県人口密度は３８７．４人／Ｋ㎡

平成１６年１０月１日の本県の人口密度（１平方キロメートル当たり人口）は３８７．４人であった。

市・郡部別（※）では、市部が１，４３４．４人、郡部が１３２．５人となっている。

次に市町村別の人口密度をみると、最も高いのが大和高田市の４，３３０．３人で、次いで上牧

町、王寺町の順になっている。

また、最も低いのは上北山村の３．１人で、最も高い大和高田市の１，３９７分の１になっている。

（統計表第１表参照）

（※）葛城市は新庄町・當麻町として郡部に計上している。

葛城市として市部に計上すると市部が１，４１７．０人、郡部が１２２．０人となる。（統計表特掲

第１１表参照）

表６．人口密度市町村順位

高い市町村 低い市町村

順位 市 町 村 名 人／ｋ㎡ 市 町 村 名 人／ｋ㎡

１ 大和高田市 ４，３３０．３ 上 北 山 村 ３．１

２ 上 牧 町 ４，０４５．８ 野 迫 川 村 ４．８

３ 王 寺 町 ３，２８７．７ 大 塔 村 ６．７

４ 橿 原 市 ３，１７８．６ 十 津 川 村 ６．７

５ 香 芝 市 ２，８８８．９ 川 上 村 ８．２
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図５．市町村別人口密度
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４．人 口 性 比 （女 子 １００人に対する男子の数）

県人口の性比は９１．２９

本県の男女別人口は、男子６８２，４３９人、女子７４７，５３０人で、女子の方が６５，０９１人多く、

人口性比は９１．２９であった。

人口性比の推移をみると、第１回国勢調査のあった大正９年から昭和１０年にかけて、全国で

は１００を超えていたが、昭和１５年国勢調査以降は１００を割っている。本県は一貫して１００未満

であり、女子の人口の方が男子より多い。

また、市町村別にみると、野迫川村が最も高く１１１．１１で、十津川村１０３．２７、川上村１０２．０

２と続きこの３村のみ１００を超えている。一方、最も低いのは室生村の８６．６９となっている。

（統計表第１表参照）

平成１６年の全国の数値は、総務省統計局「人口推計月報」による。それ以外は国勢調査の数値。

図６．人口性比の推移
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５．世 帯

本県の世帯数は５３万６千世帯、１世帯当たりの人員は２．６７人

平成１６年１０月１日現在の、本県の住民基本台帳及び外国人登録による世帯数は、５３５，９１

０世帯で、前年より４，６００世帯、率にすると０．８７％増加した。

また、１世帯当たりの人員は２．６７人で前年より０．０３人減少した。

１世帯当たりの人員を市町村別にみると、月ヶ瀬村の３．６６人が最も多く、以下山添村３．４８

人、都祁村３．３７人と続き、添上郡及び山辺郡で上位３位までを占め、逆に最も少ないのは、下

北山村の１．７９人で、以下上北山村２．０９人、川上村２．１１人、十津川村２．２１人、東吉野村２．

２２人と吉野郡に集中している。

（統計表第５表参照）

図７．世帯数・１世帯当り人員の推移
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６．人 口 移 動 （県 外 ）

県外との移動者数は５，６９８人の転出超過

平成１５年１０月１日から１年間に県外から転入してきた人は３１，２９４人、県外へ転出した人は

３６，９９２人であった。

奈良県では、昭和４０年の奈良県推計人口調査が始まって以来転入超過が続き、平成１０年に

初めて転出超過に転じたが、平成１６年も引き続いて５，６９８人の転出超過となった。

都道府県別では、高知県の２８人を最高に、１３の府県からの転入超過となっており、京都府、

東京都、神奈川県の順に、３３の都道府県への転出超過となっている。（統計表第８表参照）

図８．本県と全国ブロック別移動状況
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表 ７．本 県 と近 畿 ５府県との移動状況

構成比％ 構成比％ 構成比％

滋 賀 県 534 3.0 782 3.9 △ 248 9.6

京 都 府 2,610 14.7 4,279 21.1 △ 1,669 64.8

大 阪 府 11,493 64.9 11,632 57.4 △ 139 5.4

兵 庫 県 2,321 13.1 2,767 13.6 △ 446 17.3

和 歌 山 県 744 4.2 816 4.0 △ 72 2.8

計 17,702 100.0 20,276 100.0 △ 2,574 100.0

府 県 名
本県への転入 本県からの転出 転入超過数
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７．人 口 移 動 （県 内 ）

県内市町村間移動者数は２３，２１４人

平成１５年１０月１日から１年間の県内市町村間の移動者数は２３，２１４人で、前年と比べ１，４５

４人減少した。

また、市町村間の転入転出者の状況をみると、転入超過は４市９町で、転出超過は６市１１町１

６村であった。転入超過数及び転出超過数の主な状況は、次表のとおりである。

（統計表第６表参照）

表８．県内市町村間移動の状況

多い市町村 少ない市町村

順位 市 町 村 名 増加数（人） 市 町 村 名 増加数（人）

１ 香 芝 市 ５６１ 大和高田市 △３７９

２ 広 陵 町 ４２１ 王 寺 町 △１５９

３ 奈 良 市 １７０ 田 原 本 町 △１２４

４ 生 駒 市 １６９ 安 堵 町 △１０３

５ 當 麻 町 １４５ 吉 野 町 △９８

図９．県内市町村間移動者の推移
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